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時

外
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地
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・

小
作

調
停
法
案

に
就

て

…説

苑

蕾
岡

山
藩

の
肚
倉
法

に
就

て

・

雑
㎎

録

米
國
研
究
の
必
要
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ア
ダ

ム

ス
ミ

ス
生

誕

二

百
年

本

庄

榮

治

郎

か
の
「
國

冨
論

」
に
よ

っ
て
、
経
濟
學

の
父

・し
し
て
、

不
朽

の
名

を
成

し
π

ア
ダ

ム
・
ス
ミ

ス
が
、
.
ス

コ
ッ
ー、

一
ヲ
ソ
ド
の

プ
ア
イ
フ
州
な

む
カ
ア

コ
ウ
デ

イ

ー
に
生
れ

た
の
は

、

一
七

二
.二
年

の
六
月

五
日

で
あ

っ
て
、
本

年

一は

實

に

そ

の

生

誕

二

百
年

に
相

寓

す

る

。

カ
ア

コ
ウ
デ
イ
ー
に

エ
デ

ン
バ
ラ
よ
り
約
十
二
哩
北

に
嘗
り
、
嘗
時
人

日
干
五
百
な
有
す

ろ
梅
漬
の

一
小
都
會
で
あ

っ
た
。

ス
ミ
ス
に

一
七
三
七

年
に
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
⊥〈
畢

に
入
り
、

一
七
四

Q
隼
ナ
ツ
〃
ス
フ
方
ー

ド
大
學

の
バ
リ
ナ
ル
カ

レ
ツ
ヂ
に
泄

ん
だ

.

一
七
四

入
牢
に

エ
デ

ン
バ
ラ
人
離
に

修
講
學
美
學
な
講
じ
た
の
が
、
抑
も

ス
ミ
ス
が
大
學

の
教
職

に
就
く
始

め

で
あ

っ
て
、

一
七
五
〇
年

玉
リ
五

一
年

ド
詫
ろ
學
期

に
於
て
に
、
経
済
學

第

+
六
巻

(第
三
號

一
五
七
)

五
八

一

.

ヒ
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雑

録

ア
ダ

ム
・
ス
ミ

ス
生

誕

二
百
年

に
關
す

る
講
義
も
骨
ば
れ
た
ぐ
」
い
ふ
こ
ざ
で
め
ろ
o
後
靱
じ

て
グ
ラ
ス
ゴ

ウ
大
學
に
教
授
こ
な
り
、
道
徳
衝
撃
の
講
座
な
櫓
當

し
、
そ
の
講
義
の

】

部

に
縄
濟
畢
に
閲

す
ろ
こ
電
も
講
述
ぜ
ら
れ
た
。
彼

の
「
国
富
論
」
ε
煎

ぴ

稠

ぜ
ら
ろ

＼

道
徳
情
操
論

」
の
.公

に
さ
れ
匹
の
も

こ
の
時

代
で
あ
み
。

一

七
六
三
年
ニ
リ
彼
は
佛

薗
}四
、
瑞
西
等
な
旅
行
し
て
大

に
得

る
所
あ
q
、、

一
七
六
六
年
蹄
{央
の
後
、
郷

里
カ
ァ

コ
ウ
デ
イ
τ

に
退
斗
・て
嵐
ら
國
」冨
論

の
著
述

に
従
事
し
-

一
七
七
六
隼
三
刀
九
目
倫
敦

で
之
な
公
に
す
る
に
至
.

つ
た
。
其
後

】
七
七
八
年

に
ス
コ
ッ
ー・
ラ

ン
ド
税
聞
委
員

と
な
71
・

一
七

八
七
年
に
グ
ラ
ス
ゴ
ゥ
大
學
総

長
に
選
ば
れ
た
が
、
三
牟
の
後
、
邸
ち

一

七
九
〇
年
七
月
十
七
口
遂
に
こ
の
世
か
去

っ
た
。
享

年
六
十
七
Q
帥
ち
国

富
論
出
版
後
+
五
年
で
あ
み
が
、
そ
の
時

に
一■
既

に
国
富
論
ば
第
五
厭
な

出
し
、
ま
た
隊
羅
巴
の
主
な

る
圃
語
に
も
齢
課

さ
れ
、
国
富

論

の

影
響

に
・學
昇
に
於
て
も
、貴

院
界
に
於
て
も
實

に
偉
大
な

る
も
の
が
あ

っ
た
。

経

済

畢

的

研

究

は

も

ε

よ

り

ス

ミ

ス

に

始

ま

る

に

非

す

ご

錐

、
経

済

學

を

以

て

一
科

凋

立

の

畢

問

ε

し

、

之

に
濁

特

の

禮

系

ε

組

織

ξ

を

與

へ
.

斯

.學

の
範

園

及

び
」

内

容

を

永

久

的

に

決

定

し

把

も

の

は

、

帥

ち

ス

ミ

ス

で

め

ら

ね

ば

な

ら

組

。

こ

れ

我

々

が

今

日

彼

を

以

て
経

済

學

の

父

蓬

寫

す

所

以

で

あ

る

。

我

々

は

大

正

五

年

「

月

「
有

名

な

る

人

口

論

の

著

者

ε

し

て

將

た

英

国

経

済

學

の

基

礎

を

据

え

た

る

三

大

學

者

の

一
人

ご

し

て

.

荷

く

も

脛

濟

學

の

初

歩

を

學

び

し

者

の

者

共

名

を

知

れ

る

ト

ー

マ

ス

ニ

バ

ー

ト

・
マ

ル

サ

ス
」

の

生

誕

百

五

十

年

に

相

賞

す

る
際

、

關

係

圖

書

の

第

十
六
巻

(第

三
號

一
五
八
)

五

八
二

展
親

ご
講
演
會

ε
を
開

き
.
且

つ
雑

誌
暗
別
號
を

上
梓

し
之
を

記
念
し
た
。
叉
今
.
マ
ル
サ
ス
ご
同

じ
く
英

国
脛

濟
學

の
燕
礎

を
据

え
た
る
三
大

根
者

の

一
人

で

あ

っ

て
、
而
も
経

済
畢

の
父

ξ
も
穂
せ
ら

る

、
ヌ
ミ
ス
の
生

誕
二
百
年
を
迎

ふ
。
帥
ち
本
會

に
於

て
誕
生

の
當

日
、

記
念

講
演
會

を
開

き
關
係
一圃
壷
囹を
展

観

し
、
粥
諸

家

の

ス
ミ
ス
に
関

す

る
論
文
を
蒐

録

せ
る
本
誌
特

別
記
念
號

を
通

常

の
時
期

に
獲
列
す

る
の
討
議

め
る
は
も

ε
よ
り

當
然

の

こ
ご

で
め
ら
う
。
而

し

て
今

回
の
塞

が

マ
ル
サ

ス
百

五
十
年

記
念

の
際

に
於

け

る
ご
同

じ
く
,
深
甚
な

る
影
響

を
我

が
學

界

に
及

ぼ
す

こ
ε
は
信

じ
て
疑

は
ざ

る
所

で
あ
る
。
加
之
嘗

て
英
図

の
経

済
墨
俣

部
樂

に
於

て
は

ス
ミ

ス
の
百
年
祭

が
厨

は
れ
た
。
今
年

の
生
誕

二

百
年

に
嘗
て
も
何
等

か
の
試

み
が
あ

る
で
あ
ら
う
。
東

西
相
感

じ
て

こ
の
峰
入
を
記
念
す

る
は
、
経

済
學

界

に

身
を

寄
す

る
も

の

＼
愉
快

に
堪

え

源
所

で
あ

る
い

因
に
ス
ミ
ス
や
マ
ル
サ
ス
ミ
同
じ
く
美
園
纒
.溌
墨
の
基
.醗
た
据
元
た
ろ

他
の
一
入
の
リ
カ
ル
ド
ナ
ほ
昨
年
が
生
誕
ぼ
『
十
年
.卜
相
愉
し
、
且
つ

本
年
ぱ
歿
後
百
年
に
帯旧る
o
こ
の
三
人
者
に
纏
い
て
有
名
な
ろ
ぜ
一
・
エ

ス
。
.・、
ル
は
本
年
は
歿
後
五
十
年
に
相
翫
す
。而
一
て
ミ
ル
の
父
ゼ
ー
ム

ス
.・、ー
ル
ば
本
年
が
生
認
百
五
-丁
年
で
あ
ろ
。

此
の
如
く
本
年
ば
英
国

郷
　濟
學
派
の
多
数
が
出
生
若
[く
ば
歿
後
何
年
か
に
相
槍
す
み
気
ミ
は
、

必
ず
し
も
興
味
な
匙
、ーミ
で
も
な
か
ら
う
Q

,


